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Y11c 天文分野を対象とした自主学習型解析体験教材の開発 III
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我々は、自主学習型の解析体験教材開発 (伊藤ほか,2012,秋季,Y05b; 2013,秋季,Y13b; 2014,本年会)の一環と
して、星団画像を用いたHR図描画教材と銀河団画像を用いた宇宙年齢導出教材を作成した。天体画像には、東
京大学天文学教育センター木曽観測所の 105cmシュミット望遠鏡と 2kCCDカメラによって取得された観測デー
タを使用し、画像解析ではマカリィと、MS-Excelおよび LibreOfficeなどの表計算ソフトを用いた。
HR図描画教材は、4個の散開星団と 2個の球状星団の BバンドおよびVバンド画像と、柏木ほか (2009,秋季

年会,Y11b)で開発した表計算ソフト用ワークシート (HR図描画用の式と等時曲線のデータを埋め込むことで容
易なHR図描画を可能にしたもの)から成り、マカリィによる測光結果を、表計算用ソフト上でコピー＆ペースト
するだけで、簡単にHR図が描け、様々な金属量の等時曲線との比較が可能である。
また、宇宙年齢導出教材は、後退速度が既知である 7個の銀河団の B ,V,Rバンド画像から成る。マカリィに

よって、各銀河団銀河の見かけのサイズ分布を調べ、巨大銀河、通常銀河、矮小銀河の実サイズを、それぞれ 50,
30, 10 kpcと仮定することで、銀河団までの距離を、そして、後退速度と併せることで宇宙年齢を導出できる。
高校生や大学生の初学者に対して、これら教材を用いた実践を行い、その実用性を調べた所、前者では 90-120min

でHR図の描画が、後者については、120min程度で銀河団銀河の見かけのサイズ分布が得られることが判った。
ポスターでは、教材および実践結果の詳細を報告する。


